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トピックス 

国際会議への参加 

 

¶全米公共・行政学会

主催危機管理・防災パ

ネルに出席 

 

¶全米公共・行政学会

主催のプレ・コンファ

レンス・フォーラムへ

の参加 

 2016年３月18日から22日、全米公共・行政学会 (ASPA)の2016年全国大

会が米国ワシントン州シアトルで開催され、これに、国際復興支援プラッ

トフォーム(IRP)ならびにアジア防災センター(ADRC)が参加しました。 

 今回の全国大会のテーマは、「公共・行政学における新たな伝統：新た

な挑戦のためによく考え、様々な機会を活用する」であり、全米公共・行

政学会が、新たな社会の枠組や新たな機会に真摯に取り組むことを強調し

ています。150以上のパネルセッションや12のワークショップなど、様々

なセクターとの協働に対する興味や、より進んだ統治機構、そして、公共

部門における倫理観の変遷などに焦点を当てたイベントが開催され、600
人以上の専門家が出席しました。 

 全米公共・行政学会のエバーグリーン支部が主催したパネルセッション

では、「巨大災害への備えとして何をなすべきか？」と題して、米国北西

部においてマグネチュード9.0かそれ以上の災害を予測した対策を重点

に、４つのプレゼンテーションと１つのディスカッションが行われまし

た。このセッションは、日本の災害経験を米国の専門家と共有することを

通して、両国の防災協力関係を深める重要な機会となりました。 

 IRPならびにADRCからは河内が出席し、日本と米国北西部という太平

洋地域の両側において災害対策と復興に関する教訓の積み重ねや学びが現

在進められていることを念頭に、日本と兵庫県の災害対策や復興の経験を

発表しました。発表は、「我々は巨大災害にいかに備えることが出来るの

か？日本の経験の共有を通して考え

る」と題して、日本の災害対策や復興

の取組を米国北西部へ応用させる方法

について、重要な知識や情報が提供さ

れました。日本の大規模災害の経験を

各国で共有するべく、IRPでは今後と

もADRCとともに様々な活動を展開し

ていくこととしています。 
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全米公共・行政学会主催のプレ・コンファレンス・フォーラム～世界を取り巻く

自然災害、人道的危機、紛争解決の課題解決に対するソリューション～への参加 

 2016年３月18日、全米公共・行政学会主催のプレ・コンファレンス・

フォーラムが開催され、これにADRCならびにIRPが参加しました。 

 このフォーラムは、2016年全国大会のテーマである「公共・行政学にお

ける新たな伝統：新たな挑戦のためによく考え、様々な機会を活用する」

を契機として開催したフォーラムとして、実務中心の内容で、進行管理さ

れた円卓会議や、応用分野のプレゼンテーションを通して、自然災害や人

道的危機、紛争解決に関連した現在の世界的問題に取り組みました。 
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続き  

とりわけ、相乗的に実施される政府機関の対策を支援する取組

が強調され、実務家や応用分野の学術研究者が一堂に会し、現

在の新たな取組に焦点を当て、確実な成功例が共有されまし

た。 

 フォーラムの議題は、緊急災害対策、危機管理や紛争解決に

おける、計画、災害緩和、対応、復興の全ての段階を含んだも

のとなりました。特に、市民や地域コミュニティを巻き込んだ

取組や世界的感染症流行に関して公衆衛生危機に直面している

地域などに注目が集まりました。 

 フォーラムは、世界的規模、地域規模、地元地域の観点を含んだプレゼンテーションからなる

４つのセッションに分かれて構成されました。セッション１は「日本及び極東の国々における災

害の復旧・復興過程」と題して、日本及び極東の国々における災害対策に影響を及ぼし得る地球

環境に焦点が当てられました。セッション２は「米国北西部の州レベルと地方レベルにおける避

難民の再定住化及び出入国管理」と題して、米国における避難民の再定住化問題について、大量

難民の移住の今日的な意味において、避難民と移住者を管理する先進的な対策が説明されまし

た。ランチ休憩の後、セッション３では「事前的・事後的紛争状況における正解に到達する」と

題して、アフリカ・ラテンアメリカ地域における紛争対策について、考察されました。最後の

セッション４では「緊急管理支援：連邦政府、州政府、地方政府レベルにおける協力」と題し

て、効果的な緊急管理支援に対する法的管轄区域を越えて協調的に対応することの重要な問題に

取り組むプレゼンテーションがなされました。 

 IRPならびにADRCからは河内が出席し、世界的な災害管理の観点から日本の災害経験を発表し

ました。「災害管理の世界的な観点」と題して、知識のハブとして、IRPが各種活動に取り組ん

できた結果、日本の大規模災害の経験と教訓がアジアを含む各地域に共有されてきたことや、今

後も、災害関連の先進的な取組について開発途上国を中心に紹介していく点について言及しまし

た。 


